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は 24 年であり，フランスの 115 年，スウェー






















































































































「あおいけあ」の従業員数は，2016 年 9 月
時点では，17 年度に新設した新しい事業所を
除く 3 つの事業所をあわせて 43 名，それまで









た Web サイトの URL，アクセス日は，参考文
献とともに本稿末尾に記載する。






























ガム，コフマン 2000 ｜ 1999：シャウフェリ，





















































（Harter et al., 2002） （Kahn, 1990） （Schaufeli et al., 2002：




























社が発表した「Q12」（Harter et al., 2006）と，
シャウフェリらが 2003 年に発表した「UWES
（ユトレヒト・ワーク・エンゲイジメント尺度）」














（Demerouti et al., 2001：シャウフェリ，バッ
カー 2014 ｜ 2010），職務満足感や組織へのコ
ミットメントが高く，離職・転職の意思が低
いことが知られている（シャウフェリ，バッ
カー 2014 ｜ 2010：ハルベスレーベン 2014 ｜
2010）。また，仕事の自律性や同僚のサポート





う（Sonnentag 2003：Bakker et al., 2004：

























される（Schaufeli & Bakker, 2004：Bakker & 







































































































is the purpose of medical and nursing care. 























































































































































































T 氏は，認知症を発症してから 2 年ほど経っ
て，住み慣れた場所から長男夫婦の元へ引っ越
してきた女性である。当初は外出せず，「あお














































































































































































































①　 K 職員の事例：末期癌の利用者に対する 
介護行動









































































































































































































































































































































































































































































































































































は基本が 15 名だが，登録者数に応じて最大 18
名まで受入れ可能。泊まりサービスは通いサー














どを組み合わせ，24 時間 365 日，サービスを提
供することができる。なお，小規模多機能型居
宅介護は法的名称も同名である。












公表システム」において 2017 年 11 月時点で確





では 18 名，12 名，1 名，3 名，グループホーム







している。2016 年 10 月の時点で，CiNii で確認
できる「エンゲイジメント」，「ワーク・エンゲ
イジメント」のいずれかの用語を含む日本語文
献は 82 件である。また筆者調べでは，2017 年
11 月時点に，「ワーク・エンゲイジメント」を




８） Q12 は，2006 年までに 112 カ国で 700 万人の以
上の従業員に実施され（Harter et al., 2006），
UWES は 2010 年の時点で 21 の言語で使用可能
であり，6 万人以上の回答データがデータベー
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